
「後
期
高
齢
」
を
「長
寿
」
に
？

「光
寿
二
月
号
」
で
内
容
と
問
題
点

を
掲
載
し
た

「後
期
高
齢
者
医
療
制

度
」
が
、
先
月

一
日
か
ら
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、

「年
齢
で
区
別
す
る
の

は
納
得
で
き
な
い
」

「早
く
死
ね
と
い

わ
ん
ば
か
り
だ
」
な
ど
の
批
判
が
出
て

い
た
こ
の
制
度
、
も

っ
と
も
ら
し
い
ね

ら
い
は
と
も
か
く
と
し
て
、
嵩
む
医
療

費
を
抑
え
る
た
め
に
高
齢
者
を
切
り
離

し
て
独
立
採
算
の
仕
組
み
を
作

っ
た
こ

と
自
体
、
い
わ
ば
年
寄
り
い
じ
め
と
受

け
止
め
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
い
制
度
で

す
。
平
成
十
八
年
小
泉
政
権
の
も
と

で
、
自
民
公
明
の
強
行
採
決
に
よ
っ
て
成
立
、
そ
れ
か

ら
二
年
も
の
準
備
期
間
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

広
報
不
足
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
悪
さ
で
、
こ
の
四
月
実
施

早
々
か
ら
早
く
も
不
満
続
出
、
民
主
な
ど
野
党
が
廃
止

法
案
を
提
出
す
る
と
い
う
混
乱
ぶ
り
で
す
。
福
田
総
理

の
ツ
ル
の

一
声
で

「後
期
高
齢
」
を

「長
寿
」
に
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
身
は
そ
の
ま
ま
看
板
だ
け

を
掛
け
替
え
て
納
得
し
ろ
と
言
う
の
も
、
い
か
に
も
年

寄
り
を
愚
弄
し
た
話
で
す
。

全体

な́
）

‘岬
　
の
　
う
　
た

お
そ
植
え
の
彰
の
森
に
も
風
費
あ

≫
難
肇
一■
・・・・　
　
　
　
　
　
林
　
春
月
子

長
寿
率
は
公
文
名
が
最
高

と
こ
ろ
で
光
寿
会
会
員
百
八
十
人
中
い
わ
ゆ
る
後
期

高
齢
者
は
百
二
人
、
参
考
ま
で
常
会
別
の
後
期
高
齢
者

率
を
表
に
し
て
み
ま
し
た
。
公
文
名
と
善
導
が
七
割
弱

で
高
く
西
川
原
、
川
原
が
三
割
程
度
と
低
く
な

っ
て
い

ま
す
。

「
敬

老

」
社

会

か
ら

「
軽
老

」
社

会

ヘ

か
つ
て
は

「敬
老
」
の
こ
こ
ろ
篤
い
日
本
で
し
た
の

に
、
こ
の
と
こ
ろ
敬
老
な
ら
ぬ

「軽
老
」
の
時
代
と
な

り
、
素
直
に
長
寿
と
い
う
言
葉
が
喜
べ
な
く
な

っ
た
の

は
実
に
悲
し
む
べ
き
こ
と
で
す
。

こ
の
制
度
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
の
年
金
か
ら
天

引
き
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
先
月
十
五
日
に
支
給
さ
れ
た

年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま

っ
た
方
も
あ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
桝
添
厚
生
労
働
大
臣
は

「年
金
の
手
取

り
金
額
が
減

っ
て
初
め
て
、
制
度
施
行
に
気
が
付
く
人

も
い
る
と
思
う
。
制
度

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る

よ
う
、
周
知
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
言

っ
て
い

ま
す
が
、
ま
と
も
に
支
払
わ
れ
て
い
な
い
わ
ず
か
な
年

金
か
ら
、
取
る
も
の
だ
け
は
し

っ
か
り
と
天
引
き
し
ま

す
と
い
う
の
で
は
、
日
先
だ
け
で
い
く
ら
長
寿
の
皆
さ

ん
な
ど
と
持
ち
上
げ
ら
れ
て
も
到
底
納
得
で
き
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

会
員
総
数
四
百
六
十
九
名

般
老
連

・
高
齢
者
学
級
総
会
開
く

平
成
二
十
年
度
の
般
若
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（林
成

憲
会
長
）
の
総
会
が
四
月
十
日
、
般
若
農
村
改
善
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
予
算

・
決
算

・
役
員
な
ど
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
主
な
役
員

は
次
の
通
り
で
す
。

安
川
親
寿
会
長

徳
万
徳
寿
会
長

三
徳
長
寿
会
長

高
齢
者
学
級
長

坂
井
清
司

根
田
信

一

森
　
伝
悦

根
田
信

一

健 末

に病自 てせ

頼
成
光
寿
会
長
　
林
　
成
憲

福
山
福
寿
〈本長
　
福
澤
成
共

般
老
連
幹
事
　
八
田
了

一

砺
波
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
開
催

砺
波
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て

第
四
回
の
市
老
連
総
会
が
、
平
成
二
十
年
四
月
十
六

日
砺
波
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
会
費
納
入
会
員
数
は

一
万
四
百
九
十
四
人
、
単

位
老
人
ク
ラ
ブ
数
は
九
十
五
、
予
算
規
模
は
約
千
百
万

円
余
り
（十
九
年
度
実
績
）
と
な
つ
て
お
り
ま
す
。
収
入

の
う
ち
の
約
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
七
百
三
十

万
円
が
市
の
補
助
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
、
自
主
財

源
と
も
言
う
べ
き
会
員
の
会
費
収
入
は
わ
ず
か
六
パ
ー

セ
ン
ト
足
ら
ず
の
六
十
三
万
円
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
、

財
政
的
に
は
行
政
主
導
型
の
運
営
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〈〓
　
長
　
柴
田
豊
明
　
　
鷹
栖

副
会
長
　
宮
田
三
郎
平
　
栴
檀
野
　
梶
谷
公
美
　
出
町

雄
川
文
夫
　
　
東
山
美
　
澤
越
泰
子
　
出
町

古
く
は
明
治
三
十
六
年
五
月
二
十
日
、
藤
村
操
と
い
う
第

一

高
等
学
校
生

（今
の
東
大
）
が

「悠
々
た
る
哉
天
壌
、
遠
々
た
る

哉
古
今
」
と
い
う
書
き
出
し
の
有
名
な
遺
書
を
残
し
て
華
厳
の

滝
に
投
身
自
殺
し
、
そ
の
後
半
年
間
に
十
数
人
が
後
を
追
う
よ

う
に
こ
の
滝
に
身
を
投
げ
た
の
を
は
じ
め
、
昭
和
八
年

一
月
九

日
に
は
、
当
時
二
十
三
歳
の
女
学
生
、
真
許
三
枝
子
が
三
原
山

に
投
身
自
殺
を
し
た
こ
と
が
発
端
で
、
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
三
原

山
投
身
自
殺
ブ
ー
ム
が
起
き
る
な
ど
、
こ
の
種
の
事
件
は
連
鎖

的
、
模
倣
的
、
流
行
的
に
続
発
し
が
ち
で
す
。

警
察
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば
昨
年
の
自
殺
者
数
は
三
万
三
千
人

近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
自
殺
の
方
法

を
教
え
る
サ
イ
ト
が
溢
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
仲
間
を
募
集
す
る

書
き
込
み
さ
え
あ
り
ま
す
。
今
の
日
本
、
ど
こ
か
異
常
で
何
か

間
違
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
事
態
は
と
て
も
深
刻
で
す
。



昨
年
の
六
月
二
十
四
日

に
頼
成
地
区
環
境
保
全
推

進
協
議
会
に
よ

っ
て
植
栽

さ
れ
た
、
い
か
る
ぎ
館
周

辺
の
ヒ
メ
イ
ワ
ダ
レ
草
が

見
事
に
生
い
付
き
ま
し

た
。
六
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
白
い
花
が
咲
く
と
の

こ
と
で
し
た
が
、
今
ピ
ン

ク
の
花
が
咲
き
誇

っ
て
い

る
の
は
ど
う
し
て
か
な
な

ど
と
思
い
な
が
ら
眺
め
て

い
ま
す
。

五
月
晴
れ
の
も
と
、
地

域
の
米
作
り
を
担
う
頼
成

営
農
で
は
、
昨
年
よ
り
三

日
早
く
、
四
月
二
十
日
か

ら
田
植
え
が
始
ま
り
ま
し

た
。
八
条
植
え
の
大
型
田

植
機
二
台
が
フ
ル
稼
働
し

て
、　
一
日
平
均
四
粉
の
ペ

ー
ス
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
植

え
付
け
て
い
き
ま
す
。

米
価
の
安
さ
が
気
が
か

り
で
す
が
、
そ
れ
で
も
実

り
の
秋
が
楽
し
み
で
す
。

い
お
う
「
日

二
月
二
曇

4月 の浮世
亭は17日 「お
花見昼食会」
と銘打って、
やまぶき荘で
開催されまし
た。51人 もの
方々が参加さ
れ、バスニ台
を連ねて、ま
だ咲き残る桜
を嘆賞し、花
吹雪、花筏も
愛でながら会
場に向かいま
した。昼食・

花吹雲の下をぬけてやまぶき畿べ瞥

入浴・血圧測定・ 「尺八談義」などで楽しいひとと

きを過ごし三時半頃いかるぎ館に帰着しました。

次回は5月 21日 (水曜日)です
浮世亭も一昨年六月開設以来、丸二年が過ぎました。この間の思い出を大画面スライドで
振り返ります。どんな場面が登場しますか。お楽しみにどうぞ (10時より)

今 年 の  日〓 Ll「調 ロ ニ お Lヨ 硼 じ 綱 Lヨ

5月 29日 休)9:30
」A庄東支店前出発下頼成経由
会費  男 6.000円   女 5.500円
申し込みの締め切り    5月 19日

行きは国宝の瑞龍寺を拝観して「ひみのはな」ヘ
ゆったりと入浴、昼食、休憩して3時出発、海鮮館
で夕飯のおかずなど買つて40寺半ごろ帰ります。
誘い合わせて多数ご参力0下さるようお願いします。

旧国民年金保養センター「ひみ」

一
国宝瑞龍寺山門

B帰 り専用お部艦

新
庄
線
の
公
文
名
地
内
交
差
点
に

立
っ
て
い
る
交
通
安
全
標
語
の
看

板
。
見
え
る
の
は
作
者
の
名
前
と
般

若
防
犯
協
会
の
文
字
だ
け
。
肝
心
の

標
語
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

こ
れ
で
は
作
者
に
も
申
し
訳
な
い

の
で
は
。

5月 行 _f定

★  1日  定例役員会
★ 14日  改善センター奉仕作業
★ 22日  市老連ペタンク大会
★ 29日  日帰りお楽しみ会


